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 タングステン不純物の発生と輸送過程の理

解とその制御を行うことは核融合炉の実現に

向けて重要な課題である．近年，LHDにおいて，

タングステンタイルが設置されタングステン

不純物輸送の研究が進められているが，その輸

送過程は未だ明らかにはなっていない. 

そこで，我々は， 3次元非軸対称のプラズマ

中におけるタングステンの不純物輸送を明ら

かにすることを目的に，不純物輸送コード

IMPGYROのLHD磁場配位への適用と，不純物

輸送解析を進めている． 

IMPGYROコード[1]は，3次元空間中でタング

ステン等の重金属不純物粒子の旋回運動を含

む全軌道を追跡するモンテカルロ不純物輸送

コードである．これまでに，トカマクや直線装

置への適用・解析を行ってきた[2, 3]が，それら

の解析では軸対称を仮定していた．今回，LHD

におけるタングステン不純物輸送過程を解析

するために，初めて磁場やプラズマ分布まで含

めて非軸対称系であるLHDにIMPGYROを適用

した． 

LHDへのIMPGYROの適用にあたり，以下のス

テップに従い，IMPGYROコードの改良・再構成

を進めている．（１）3次元計算メッシュの作成，

LHD磁場配位や環境データをメッシュに割付.

（２）ダイバーターを含む3次元壁データの取

り込み及び3次元壁衝突判定ルーチンの作成，

（３）基本的な運動モデルの移行，（４）クー

ロン衝突や電離・再結合過程の移行. 

（１）においては，トロイダル方向にタング

ステンタイルを周辺の領域を解析対象とした

メ ッ シ ュ を 生 成 し ， 磁 場 デ ー タ 及 び

EMC3-EIRENEにより計算された背景プラズマ

分布を割付した. 

（２）では，図1のようにダイバーター板の

位置情報をもとにダイバーター板の3次元情報

を再構成した．さらに，タングステンタイルに

変更されたダイバーター板からの不純物発生

モデルと，壁への堆積モデルと再体積地点解ル

ーチンを作成・実装した.現在，さらに（３）の

作業まで完了し，ここまでで作成したコードの

妥当性を検証するために，まずはダイバーター板

より粒子を発生させて軌道を追跡，及び壁との衝

突点にて再堆積ルーチンが正常に機能すること

を検証した． 

 

図1 再構成したダイバーター板とそこから発

生した粒子の軌道 

 

3次元磁場・プラズマ分布に対応したIMPGYRO

コードによるLHDのタングステン不純物輸送

解析の初期結果について，ポスターで詳細に議

論する． 
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